


 

小児の特発性心不全の機序解明の研究の一環として、心筋の脂質蓄積について検討を試み

た。既に心筋のみに糖脂質が特異的に蓄積していた例について報告した。蓄積していた糖

脂質は、糖鎖末端にα結合のガラクトースをもつトリヘキソシルセラミド(CTH)であった。

この事実より、心筋の糖脂質蓄積は CTH分解酵素であるα-ガラクトシダーゼ欠損によるも

のと思われた。 

 SIDS 例の心筋について糖脂質を分析するに先立ち、加齢による影響を検討する必要があ

る。今年度、胎生期の心筋の脂質分析を行なった結果、糖脂質の組成比の変化が認められ

た。 


